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○ 子どもの健やかな成長に大きな影響を及ぼす保育サービスに関しては、担い手に相応の
専門性が必要である。また、多様化する家族問題への対応、親に対する支援、障害をもつ子ども
の受入れなど、保育サービスの担う役割が拡大しており、それに対応した専門性の向上も求め
られること

○ 保育所に期待されている役割の拡大に応じ、人格形成期のすべての子どもに対する適切な
保育が確保されるよう、保育士や専門職等の職員配置や、子どもの生活空間等の保育環境の
在り方を検討する必要があること

○ 保育環境等のあり方については、利用者の意見や地域性、地方公共団体やサービス提供者の
創意工夫の発揮に十分配慮しながら、その維持・向上を図ることが必要であり、科学的・実証的な
調査・研究により継続的な検証を行っていく仕組みを検討していく必要があること

○ 保育サービスの「質」を考えるに際しては、認可保育所を基本としつつ、その他の認可保育所
以外の多様なサービスを視野に入れ、地域のすべての子どもの健やかな育ちを支援するため、
保育サービス全体を念頭においた「質」の向上を考える必要があること

○ 保育サービスは、行政、サービス提供主体及び保護者が、連携・協力してサービスを改善して
いくという視点が重要であること

保育サービスの質の検討に際しての前提
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保育サービスの質の検討が必要となっている背景について

保育サービスの質の検討が必要となっている背景には、以下のような点があるのではないか。

○ 児童のいる世帯に占める核家族世帯の割合が増え、子育て経験を持つ祖父祖母と共に暮らす三世代
世帯の割合が減少しているなど、近年、家庭環境は大きく変わってきており、多くの親が家庭の教育
力が低下していると実感している。

○ また、地域のつながりが希薄化するとともに、長時間労働等により父親の育児参加が十分に得られ
ない中、子育てが孤立化し、保護者の負担感が大きくなっている。

○ このような子育てを取り巻く環境の変化とともに、保育所内においても、発達障害児をはじめとす
る障害児保育の対象となる子どもが増加するなどその環境も変わりつつある。

○ ひとり親家庭（母子家庭・父子家庭）の大幅な増加なども踏まえ、子育て家庭に対する支援の中心
的な役割としての保育所への期待も高まりつつある。

○ このような家庭環境等の変化に伴い、保育所として求められる役割として、地域における子育て
支援などが新たに求められており、これに応えられる保育所や保育士となりうるよう、専門性の
向上をはじめとした保育の質のより一層の向上が求められている。


